
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

皆小・皆中・役場は
どこかな？

み～な

11月９日秩父町村議員クラブの研修が行

われ、武甲山の採掘現場を

視察しました。

頂上から見た皆野町の街並み

です。

審議した議案
　公開します議員の賛否

平成29年12月定例会
2018年２月1日発行

第24号
埼玉県皆野町議会

P.4
P.5

12月定例会 議会はここに注目！
町道日野沢46号線（重木地内）災害復旧
子育て世帯定住促進利用奨励補助金の増額

P.2
P.3

P.3

「武甲山から見た皆野町」-
-町に聞きました

　４名の議員が一般質問
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

12
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

　
皆
野
町
議
会
第
４
回
定
例
会
が
12
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
提
出
議
案
４
件
、
承
認
１
件
、
議
員
発
議
案
１
件
、
請
願

１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
４
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑

災
害
復
旧
費
１
１
６
８
万
３

０
０
０
円
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

台
風
21
号
に
よ
り
日
野
沢
重

木
地
内
の
唯
一
の
生
活
道
路
が
崩
落

し
た
も
の
で
、
災
害
復
旧
事
業
の
適
用

範
囲
に
当
た
る
異
常
天
然
現
象
に
該

当
す
る
た
め
、
国
庫
補
助
金
を
利
用

し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

質
疑

日
野
沢
重
木
地
内
の
災
害
は
、

台
風
21
号
に
よ
る
山
側
か
ら
の
出
水

が
原
因
の
よ
う
で
す
が
、住
宅
の
あ
っ

た
所
が
更
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
住
宅
を
壊
し
た
後
の
排
水

路
な
ど
の
対
策
を
し
て
い
か
な
い
と
、

こ
う
し
た
災
害
が
ふ
え
て
い
く
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

要
因
は
そ
の
と
お
り
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
取
り
壊
し
た
後
の

指
導
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

質
疑

豪
雪
に
対
す
る
備
え
・
対
策

状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

道
路
の
除
雪
に
対
し
て
は
、

例
年
並
み
の
備
え
を
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
、
旧
雇
用
促
進
住
宅
付
近
の

町
有
地
を
雪
の
捨
て
場
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　

な
お
豪
雪
時
（
60
㎝
以
上
の
降
雪
）

の
雪
の
捨
て
場
は
、
親
鼻
河
原
・
渓

流
園
の
上
流
の
河
原
・
温
水
プ
ー
ル

下
の
河
原
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

質
疑

子
育
て
世
帯
定
住
促
進
利
用

奨
励
補
助
金
１
０
７
５
万
円
の
増
額

教
え
て
！　

主
な
質
疑

み～な

崩落箇所

害害害害害害

町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）町道日野沢46号線（重木地内）

復旧！復旧！復旧！復旧！復旧！復旧！復旧！復旧！復旧！災災災災災災災災災災
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 平成29年　第４回（12月）定例会

平成29年第４回定例会で
審議された議案と議員の賛否 結果

大
塚
鉄
也

林　
太
平

小
杉
修
一

宮
前　
司

常
山
知
子

若
林
光
雄

大
澤
金
作

新
井
達
男

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
径
子

皆野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町ひとり親家庭等医療費支給に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

平成29年度皆野町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成29年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第２号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
専決処分の承認を求めることについて（平成29年度
皆野町一般会計補正予算第４号） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町手話言語条例の制定について 付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
国民健康保険の県単位化にあたっての請願 付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

町
長
提
出
議
案

発
議

請
願

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

は
、
人
口
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
す
か
。

答
弁

今
年
度
は
11
月
ま
で
で
23
件

の
利
用
が
あ
り
、
３
月
末
ま
で
に

さ
ら
に
10
件
を
見
込
み
増
額
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
現
時
点
で
の
町
外
か
ら
の

転
入
に
よ
る
利
用
は
３
件
で
す
。

質
疑

ふ
る
さ
と
納
税
は
11
月
末

（
８
ヵ
月
）で
２
２
５
万
円
で
す
。
年

度
末
ま
で
に
は
５
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
な
ぜ
、
今
回
減
額

補
正
を
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

答
弁

こ
の
時
期
に
減
額
補
正
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
し
た
の
で
、
あ
る
程
度
見
込
み

が
確
定
し
た
段
階
で
３
月
に
補
正
す

る
予
定
で
す
。

質
疑

た
ば
こ
税
の
減
額
補
正
の
理

由
は
な
ん
で
す
か
。

答
弁

昨
年
度
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら

売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

電
子
た
ば
こ
の
普
及
の
影
響
、
喫

煙
場
所
の
減
少
、
健
康
志
向
の
高
ま

り
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　四方田 実 議員が埼玉県
知事表彰を受賞されました。
　長年にわたり皆野町議会
議員として地方自治の振興
発展に尽力され､ その功績
を認められたものです。

四方田　実 議員

教えて！ どうなったの？

国
請願第１号
民健康保険の県単位化にあたって
の請願
請 願  者　秩父社会保障推進協議会
紹介議員　常山知子

この請願は総務・教育・厚生常任委員会に
付託されました。

皆
発議案第２号

野町手話言語条例の制定について
提出者　　大塚鉄也
賛成者　　宮原睦夫　新井達男

この議案は総務・教育・厚生常任委員会に
付託されました。

み～な

表 彰

議
ぎあんとう

案等の審
しんさ

査は、議
ぎだい

題として上
じょうてい

程し、提
ていしゅつしゃ

出者の説
せつめい

明・質
しつぎ

疑・討
とうろん

論・採
さいけつ

決の順
じゅん

に進
すす

められます。そ
の中
なか

で特
とく

に慎
しんちょう

重に審
しんさ

査を進
すす

める必
ひつよう

要のあるものは、質
しつぎ

疑の後
あと

、議
ぎちょう

長が会
かいぎ

議に諮
はか

り、最
もっと

も関
かんれん

連のあ
る常
じょうにんいいんかい

任委員会または特
とくべついいんかい

別委員会に審
しんさ

査を託
たく

すことをいいます。 

委
いいんかいふたく

員会付託とは
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「
道
の
駅
み
な
の
」の

周
辺
の
混
雑
に
つ
い
て

小
こ

杉
すぎ

修
しゅう

一
いち

「
道
の
駅
み
な
の
」
が
大
変

に
ぎ
わ
い
う
れ
し
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
１
４
０
号
バ
イ
パ
ス

側
の
出
入
口
が
起
因
し
て
、
県
道

の
大
渋
滞
が
頻
繁
に
起
こ
り
ま
す
。

　
「
道
の
駅
み
な
の
」
が
今
後
ま
す

ま
す
発
展
し
、
来
客
が
さ
ら
に
ふ

え
る
こ
と
を
目
指
す
わ
け
で
す
か

ら
、
こ
の
対
策
に
気
合
い
を
入
れ

て
早
急
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

道
の
駅
は
、
特
に
行
楽
シ
ー

ズ
ン
の
連
休
は
多
く
の
客

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
皆
野
農
産
物
直
売
所

で
は
、
今
年
は
年
額
４
億
円
に
迫

り
、
秩
父
地
域
５
ヵ
所
の
農
産
物

直
売
所
で
ト
ッ
プ
で
す
。

　

県
道
の
渋
滞
対
策
と
し
て
、
出

入
口
で
あ
る
１
４
０
号
バ
イ
パ
ス

側
の
町
道
を
一
方
通
行
に
し
て
は
と

い
う
案
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
か

え
っ
て
混
乱
す
る
こ
と
か
ら
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
県
道
の
交
通
渋
滞
の

緩
和
・
解
消
に
つ
い
て
、
秩
父
県
土

整
備
事
務
所
と
も
協
議
を
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
進し
ん

捗ち
ょ
くの

低
迷
に
つ
い
て

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
予
算
額
は
、
１
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
と

見
通
し
は
い
か
が
で
す
か
。

現
在
で
２
５
１
件
、
２
２
５

万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
返
礼
品
は

23
品
目
用
意
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

専
用
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
返
礼
品
の
拡
充
に
は
一

層
努
め
て
い
き
ま
す
。
当
初
目
標

は
厳
し
い
見
通
し
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
５
０
０
万
円
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

林
はやし

　太
た

平
へい

９
月
の
定
例
会
で
、
行
財
政

改
革
に
つ
い
て
の
中
に
長

生
荘
の
問
題
点
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
私
は
入
館
料
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。
現
在
、
町
民

ま
た
町
外
の
65
歳
以
上
の
方
の
入

館
料
が
１
０
０
円
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
町
外
の
人
は
１
０
０

円
で
な
く
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
疑
問
に
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
入
館
料
を
支
払
う

と
き
に
年
齢
を
確
認
し
て
い
る
か
、

私
は
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
す
。
受

付
の
人
が
顔
見
知
り
な
ど
で
判
断

す
る
よ
う
で
す
が
、
65
歳
以
上
か

65
歳
未
満
か
判
断
が
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
町
内
の
65
歳
以
上

の
方
に
、
証
明
証
の
発
行
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
は
お
客
さ
ん
の
マ
ナ
ー
が
、

大
変
わ
が
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

現
場
で
働
い
て
い
る
人
も
町
民

の
方
も
、
納
得
で
き
る
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
を
進
め
る
中

で
、
約
10
年
前
か
ら
１
０
０

円
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
で
き
る
だ
け
、
値
上

げ
を
せ
ず
に
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
地
域
と
連
携
し
、

現
在
あ
る
施
設
の
有
効
活
用
も
視

野
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
質
問
に
あ
る
よ
う
に
、
多

く
の
方
の
意
見
を
聞
き
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
生
荘
の
入
館
料
に

つ
い
て

個
こ こ

々の議
ぎいん

員が、行
ぎょうせいぜんぱん

政全般にわたり、事
じぎょう

業の進
すす

み具
ぐあい

合や将
しょうらい

来の施
しさく

策について、自
じぶん

分の政
せいさくていげん

策提言も
含
ふく

めて町
まちしっこうがわ

執行側に考
かんが

えを聞
き

くものです。本
ほんかいぎ

会議で一
いっぱんしつもん

般質問をしたい議
ぎいん

員は「これについて聞
き

き
ます」ということを記

しる

した「一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書」をあらかじめ提
ていしゅつ

出しておきます。

一
いっぱんしつもん

般質問とは

町営バスも運行されています

長生荘
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「
矢
尾
」跡
地
を
買
い
上
げ
、

町
の
活
性
化
の
拠
点
に

常
つねやま

山知
とも

子
こ

商
売
を
続
け
て
い
る
店
も

数
え
る
ほ
ど
に
な
り
、
商

店
街
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、

誰
も
が
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

矢
尾
の
跡
地
を
町
が
買
い
上
げ

そ
こ
に
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
つ
く

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

矢
尾
百
貨
店
の
話
で
は
「
土

地
を
売
る
こ
と
は
し
な
い
。

商
売
な
ど
を
す
る
意
欲
の
あ
る
方

に
貸
す
こ
と
は
考
え
て
い
る
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
施
設
を
つ
く
っ
て
も
人
を

呼
び
込
め
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
矢
尾
、
商
工
会
、
町
の
若

い
人
た
ち
と
組
織
を
立
ち
上
げ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

定
住
・
移
住
促
進
の

取
り
組
み定

住
・
移
住
の
取
り
組
み
、

特
に
空
き
家
対
策
・
移
住
体

験
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

子
育
て
世
帯
等
定
住
促
進

事
業
は
一
定
の
成
果
が
上

が
っ
て
い
ま
す
が
、
空
き
家
対
策
や

移
住
体
験
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
、
募
集
に
対
す
る
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

２
名
の
協
力
隊
員
を
募
集

す
る
予
定
で
す
。

定
住
・
移
住
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
専
門
の
部
署
を
立
ち

上
げ
て
取
り
組
む
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

平
成
30
年
度
か
ら「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
担
当

部
署（
新
し
い
課
）を
設
け
ま
す
。

　

定
住
促
進
・
企
画
政
策
な
ど
を

担
当
す
る
課
を
設
置
し
、
職
員
を

増
員
し
ま
す
。

内
うちかい

海勝
かつ

男
お

①
中
心
商
店
街
の
シ
ン
ボ

ル
的
存
在
で
あ
っ
た
「
み
な

の
矢
尾
」
が
１
３
７
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
、
８
月
末
に
閉
店
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
動
向
と
町

と
し
て
の
活
性
化
施
策
に
つ
い
て
。

　

②
私
は
、
秩
父
音
頭
の
ふ
る
里
・

皆
野
町
に
相
応
し
い
文
化
・
観
光

施
設
を
整
備
し
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
名
誉
町
民

で
あ
る
金
子
兜
太
氏
の
協
力
を
得

る
中
で
、
仮
称
「
秩
父
音
頭
と
俳

句
の
ま
ち
・
金
子
兜
太
ふ
る
さ
と

館
」
の
建
設
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

③
皆
野
駅
周
辺
や
中
心
市
街
地

に
、「
観
光
ト
イ
レ
」
と
言
え
る
よ

う
な
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
客
へ
の
「
お
も

て
な
し
」
と
し
て
も
「
観
光
ト
イ
レ
」

を
新
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
当

局
の
対
応
を
お
聞
き
し
た
い
。

①
に
つ
い
て
、
矢
尾
さ
ん
と

し
て
は
「
店
舗
に
つ
い
て
は

取
り
壊
す
予
定
で
、
敷
地
に
つ
い

て
は
売
却
し
な
い
、
賃
貸
借
は
考

え
ら
れ
る
」と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
は

「
食
を
ベ
ー
ス
」
に
し
た
集
客
が
有

望
で
は
と
の
考
え
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

②
に
つ
い
て
、
秩
父
音
頭
・
俳

句
の
町
に
ち
な
ん
だ
観
光
施
設
も

考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
商
店
街

に
人
が
集
ま
る
仕
組
み
を
商
工
会
、

矢
尾
さ
ん
、
町
に
お
い
て
真
剣
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

③
に
つ
い
て
、
中
心
市
街
地
に
は

「
観
光
ト
イ
レ
」
ら
し
い
ト
イ
レ
が

な
い
の
で
、
来
年
度
と
は
い
か
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
真
剣
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

秩
父
音
頭
と
俳
句
の
町
に
相

応
し
い「
文
化・観
光
施
設
」を
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　先日、武甲鉱業採掘現場を視察する機会をいた
だきました。そこでは、大型重機の活躍に目をみは
りました。採掘作業への細心の配慮、コンピューター
によるシステム管理をはじめとする技術力、人と自
然に優しい環境整備等、学ぶことの多い研修とな
りました。
　山の姿は変化してきているものの、長い間変わる
ことなく秩父地域の経済を支えている武甲山は、ま
さに「秩父のシンボル」であるとの思いを強くしま
した。　　　　　　　　　　　　　大澤　金作

議員雑記
武甲山に思う

秩父広域市町村圏組合議会の報告

み～な

傍聴やご意見、
お待ちしています次の定例会は ３月上旬頃に 開催される予定です。

gikai@town.minano.saitama.jp0494-62-2791FAX議会事務局 メール

議員  四方田　実

　10月17・18日、新潟県糸魚川市消防本部並びに
柏崎市ガス・水道局の行政視察に参加しました。
　11月14日、全員協議会が開催され、副管理者の
選任、第３回定例会提出議案の概要、水道事業に
係る国・県への要望活動の概要についての説明が
行われました。
　11月21日第３回定例会が開催され、提出された
議案は７件で原案のとおり認定・可決されました。

常任委員会からの報告
産業建設・総務教育厚生常任
委員会合同視察研修に思う

総務教育厚生常任委員会
委員長  新井達男

　11月16日、17日両日に長野県にある、人口7348人の
立科町、人口9085人の宮田村と、ほぼ当町と同じ人口
の町村を議会各委員会全員が参加し視察してきました。
　立科町の移住定住促進の取り組みについて、移住体
験住宅、滞在型市民農園、地域おこし協力隊、有料道
路の利用者負担軽減事業などを視察しました。
　翌日の宮田村については移住定住促進の取り組みに
ついて、移住体験住宅「ベース☆みやだ」、地域おこ
し協力隊、結婚支援事業等、具体的に説明をいただき
現状を視察してきました。
　両町村を視察した中で、自分で数日間生活体験をし
定住してみたい気持ちになる環境が整っているのでは
ないかと感じるとともに、各自治体においても少子高
齢化、空き家対策は今後さらなる課題となるのではな
いでしょうか。

合同視察研修を終えて

産業建設常任委員会
委員長  宮前　司

　平成29年11月16日と17日に総務教育厚生常任委員
会と産業建設常任委員会で合同視察研修を行いまし
た。当委員会では、主に16日に長野県立科町を視察し
ました。
　内容は、①移住体験住宅 ②滞在型市民農園 ③地域
おこし協力隊 ④有料道路の利用者負担軽減事業です。
　私の印象に残ったところは、滞在型市民農園です。
これは農産物加工・直売・食材供給施設と交流促進セ
ンターとクラインガルテン（１区画250㎡、内農園100
㎡２階建て建物40㎡）が15区画の複合施設で構成され
ていました。私は上記の15区画のうちに、埼玉県ナン
バーが２台あることに大変驚きました。
　全般の視察を通して、立科町では人口減少に歯どめ
をかける対策を多数行っていました。我が皆野町でも
早期の対策が必要だと強く感じました。


